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四谷大塚 (9/20 実施)合不合判定テスト 

全国最多の 20,140 名が受験 
 

「2010 年中学入試 最新動向レポート」 
 

 

8/30 投票が行われた第 45 回衆議院議員選挙において、民主党が歴史的勝利を収め、鳩山政権が

始動しました。民主党は子育て支援を政策の中心に据え、「子ども手当」として中学卒業まで 1 人当たり

年額 312,000 円（2010 年度は半額・2011 年度から全額）の支給、公立高校の授業料無償化を打ち出して

います。私立高校においても年額 12～24 万円の助成を、衆院選のマニフェスト(政権公約)に盛り込んで

います。 

 

そんな教育や子育てに注目集まる社会情勢の中、中学受験の四谷大塚(本社：東京都中野区)は、9

月 20 日（日）、国立・私立中学校を志望する小学校 6 年生を対象に『(第 1 回)合不合判定テスト』(志望校

判定を行う全国レベルの公開テスト)を実施しました。 

 

受験者数は、中学入試の 9 月実施模擬試験としては全国最多となる 20,140 名が受験しました。 

来春の中学入試においては、新たな変動要因が数多くあります。男子では、東京・神奈川の入試解禁

日である 2 月 1 日に来春開校の「早稲田大学高等学院中学部」が試験を構え、従来とは違った志望動向

が見られます。また、女子では今春のサンデー・ショックからの回帰の年にあたり、2008 年入試に近い形

で志望者は推移しますが、そこに新たな変動要因も加味しなければなりません。 

他にも中央大学附属中学校など新設校の開校、共学化への動き、大学附属校化の動き、公立中高

一貫校の新規開校といった、今春とは異なる要因は入試の状況をがらりと変えてしまう可能性があり、

最新の志望動向を見極めたうえでの冷静な分析が例年以上に必要となるといえます。 

  

2009 年入試の首都圏における実受験者は 54,000 名、実受験率 17.8%と何れも過去最高を記録したと

推定しております。これは、先の見えない深刻な経済情勢であるにも関わらず、教育への支出は減らな

いことを示すだけでなく、むしろ保護者及び受験生は危機が深刻であればあるほど、より未来を見据え

た選択をし、改めて「教育」の重要性を強く認識され、長いお子様の人生を考えたうえでの選択をされ、

「より学校を厳選する」〓「お子様にとって最良の教育環境を厳選する」という流れは来年以降も継続し

ていくと分析しております。 

 

 

 



 

2010 年入試に向かって 

① 志望者を多く集めた中学校は、男子：芝（2 回）、女子：浦和明の星女子                  

 今回の合不合判定テストで、志望校として多くの受験生を集めた中学校は前回 7 月実施の合不合判

定予備テスト同様、男子では芝（2 回）が 1,426 名、女子では浦和明の星女子が 1,166 名となっています。 

 志望者数の最上位には入学試験日が集中する 2/1～3 よりも、1 月や 2/4 以降に実施される試験が毎

回入ります。志望者数全体は併願者を含みます。よって比較的試験の集中しない有力校にエントリーが

集中する傾向があるためです。別の観点から見ると、2/1 や 2/2 で志望者上位に入ってくる試験は、多く

の受験生に支持されているといえます。 

 実際の入試においても 1 月入学試験は合格者に対して入学者が少ない傾向（2/1 を第一志望とし、合

格した場合入学は見送る）がみられ、後半日程の入学試験は出願者数に対して実受験者数が減る傾向

（2/1 を第一志望とし、合格した場合その後の受験を見送る）が特徴となっています。 

 

≪表 1:男子 志望者数ベスト 10 (試験回)≫ 

学校名
入試
教科

入学
試験日

今回テストでの
志望者数

昨年9月の
志望者数

増減 増減率

1 芝２ 4 2月4日 1,426 1,509 ▲ 83 94.5%
2 立教新座 4 1月25日 1,271 1,494 ▲ 223 85.1%
3 市川 4 1月20日 1,153 1,137 16 101.4%
4 浅野 4 2月3日 1,102 1,110 ▲ 8 99.3%
5 開成 4 2月1日 968 957 11 101.1%
6 渋谷教育幕張 4 1月22日 962 989 ▲ 27 97.3%
7 早稲田 4 2月1日 742 675 67 109.9%
8 東邦大東邦(前) 4 1月21日 725 691 34 104.9%
9 海城２ 4 2月3日 711 767 ▲ 56 92.7%

10 麻布 4 2月1日 695 722 ▲ 27 96.3%  
 

≪表 2:女子 志望者ベスト 10 (試験回)≫ 

学校名
入試
教科

入学
試験日

今回テストでの
志望者数

昨年9月の
志望者数

増減 増減率

1 浦和明の星女子 4 1月14日 1,166 1,175 ▲ 9 99.2%
2 頌栄女子学院２ 4 2月5日 902 870 32 103.7%
3 豊島岡女子学園 4 2月2日 787 594 193 132.5%
4 女子学院 4 2月1日 692 949 ▲ 257 72.9%
5 市川 4 1月20日 636 637 ▲ 1 99.8%
6 洗足学園３ 4 2月5日 572 444 128 128.8%
7 青山学院 4 2月2日 544 437 107 124.5%
8 桜蔭 4 2月1日 517 620 ▲ 103 83.4%
9 普連土学園２ 2 2月2日午後 458 446 12 102.7%

10 鴎友学園女子３ 4 2月4日 454 371 83 122.4%  
 

■サンデー・ショックからの回帰状況 

2009 年入試においては、女子学院、フェリス女学院、立教女学院、東洋英和女学院（Ａ）など女子プロ

テスタント系の学校を中心に試験日変更がありましたが、来年の 2010 年は従来日程に戻ります。 

試験日程の変更により、併願パターンがサンデー・ショック時の「2/1 桜蔭・2/2 女子学院」より「2/1 桜

蔭・2/2 豊島岡女子学園」に戻ったことが上記表 2 より読み取れます。同じく桜蔭の志望者減少に関して

も、同様のことがいえます。 

 



 

② 第一志望者を多く集めた中学校は、男子：開成、女子：女子学院                

第一志望校は受験生にとって「あこがれ」で、学習に取り組むモチベーションを高める存在です。 

ランキング形式で見たときに、回を重ねても学校が大きく変わらないことも第一志望校の特徴です。 

 

«表 3:男子 第一志望者ベスト 10 (試験回)»  

学校名
入試
教科

入学
試験日

今回テストでの
第一志望者数

昨年9月の
第一志望者数

増減 増減率

1 開成 4 2月1日 565 582 ▲ 17 97.1%
2 早稲田 4 2月1日 562 522 40 107.7%
3 麻布 4 2月1日 467 492 ▲ 25 94.9%
4 慶應普通部 4 2月1日 425 487 ▲ 62 87.3%
5 駒場東邦 4 2月1日 381 441 ▲ 60 86.4%
6 芝 4 2月1日 350 373 ▲ 23 93.8%
7 武蔵 4 2月1日 350 347 3 100.9%
8 筑波大駒場 4 2月3日 289 257 32 112.5%
9 早稲田実業 4 2月1日 283 315 ▲ 32 89.8%

10 浅野 4 2月3日 269 254 15 105.9%

11 海城 4 2月1日 245 377 ▲ 132 65.0%
12 桐朋 4 2月1日 234 308 ▲ 74 76.0%
13 早稲田大学高等学院中学部 4 2月1日 223 2010年開校  

 

 13 位の早稲田大学高等学院中学部参入の影響が表 3 からは読み取れます。前回 7 月実施の段階で

は影響のさほどなかった早稲田実業ですが、減少率が大きくなっています。また、早稲田においては、前

回同様志望率増加という結果となりました。早稲田大学進学率がほぼ 100%の早稲田実業、早大学院に

対して、半数は国公立大学などに進む早稲田とで、志望傾向の違いが出ているようです。また、海城（昨

年比65.0%）、桐朋（昨年76.0%）と男子難関進学校から「早稲田大学高等学院中学部」への影響は継続し

て出ています。 
 
«表 4:女子 第一志望者ベスト 10 (試験回)» 

学校名
入試
教科

入学
試験日

今回テストでの
第一志望者数

昨年9月の
第一志望者数

増減 増減率

1 女子学院 4 2月1日 547 505 42 108.3%
2 桜蔭 4 2月1日 399 441 ▲ 42 90.5%
3 立教女学院 4 2月1日 264 219 45 120.5%
4 雙葉 4 2月1日 240 291 ▲ 51 82.5%
5 豊島岡女子学園 4 2月2日 237 271 ▲ 34 87.5%
6 青山学院 4 2月2日 232 224 8 103.6%
7 フェリス女学院 4 2月1日 218 176 42 123.9%
8 香蘭女学校 2･4 2月1日 199 186 13 107.0%
9 吉祥女子 4 2月1日 194 192 2 101.0%

10 早稲田実業 4 2月1日 168 171 ▲ 3 98.2%
※香蘭女学校の入試教科は、2教科または4教科選択です。

17 横浜雙葉 4 2月1日 132 58 74 227.6%  
 

 前回からの大きな変化はありませんが、17 位の横浜雙葉が昨年比 227.6%と突出した増加率を示して

います。堅調であった今春の大学合格実績も影響しているようです。 

 

 



 

③ 2010 年注目の新設校の状況                                     

 前述の早稲田高等学院中学部は志望者数 268 名(うち第一志望 223 名)を集めています。 

 同じく、有力大学の附属校として開校予定の中央大学附属は 1 回（2/1）が 220 名（男子 100 名、女子

120 名）、2 回（2/4）が 571 名（男子 305 名、女子 266 名）とこちらも多くの志望者を集めており、注目の高

さが伺えます。 

 また、都立の中高一貫校が 4 校新設されますが、中野地区 31 名（男子 18 名、女子 13 名）、練馬地区

31 名（男子 18 名、女子 13 名）、八王子地区 20 名（男子 9 名、女子 11 名）、三鷹地区 35 名（男子 18 名、

女子 17 名）という志望者状況です。 

 

 

 

参考データ 1：                                                 

2009 年首都圏(小学 6 年生)児童数 303,284 名の 17.8%にあたる 54,000 人が中学受験に臨みました。

中学受験率・中学受験者数いずれも過去最高を更新しました。 

全国的には少子化の流れですが、東京を中心に、都心回帰による人口流入が続いており、現 6 年生

は 303,493 名(前年比 209 増加・0.1%増加)と微増しています。 

 

 

参考データ 2：                                                  

■三大模試の受験者数推移 

2008年

実施月 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比
4月 14,026 115.4% 12,784 100.9% 11,126 109.0% 37,936 108.3%
7月 15,470 106.3% 14,078 95.3% 14,183 100.2% 43,731 100.6%
9月 20,173 99.7% 14,918 101.2% 16,096 97.0% 51,187 99.3%

10月 20,869 103.2% 15,409 94.1% 16,647 95.0% 52,925 97.8%
11月 21,838 100.7% 15,435 102.5% 17,832 105.3% 55,105 102.7%
12月 21,104 102.5% 15,296 94.7% 17,522 97.0% 53,922 98.4%

2009年

実施月 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比 受験者数 前年比
4月 13,607 97.0% 11,968 93.6% 10,431 93.8% 36,006 94.9%
7月 15,323 99.0% 13,213 93.9% 13,026 91.8% 41,562 95.0%
9月 20,140 99.8% 14,378 96.4% 15,006 93.2% 49,524 96.8%

四谷大塚 日能研 首都圏模試 合計

四谷大塚 日能研 首都圏模試 合計

 
 9 月実施の模試日程は、9/20 合不合判定テスト（四谷大塚）、9/6 センター模試（日能研）、9/13 統一

模試（首都圏中学模試センター） 
 
今後の四谷大塚公開テスト日程                                                 
■「合不合判定テスト」 

  2009.10/18(日)・11/15(日)・12/13(日) 

■「学校別判定テスト」 

  2009.10/4(日)「開成・桜蔭」・11/1(日)「開成・麻布・武蔵・桜蔭・雙葉・女子学院」・11/23(祝月)「筑

波大附属駒場・駒場東邦・栄光学園・慶應中等部・フェリス女学院」・12/6(日)「開成・桜蔭」 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/20 実施合不合判定テスト(第 1 回) の 

80 偏差値及び 50 偏差値は、下記をご参照ください。 

偏差値一覧以外にも、合不合判定テスト、保護者説明会（詳細）のほか、 

中学受験動向等資料は、ホームページからご覧になれます。 

四谷大塚 公式ホームページ 四谷大塚ドットコム 

※下記をクリックするとファイルが開きます 

【合不合判定テスト（第 1 回） 80/50 偏差値一覧】 

【男子】 80 偏差値/50 偏差値 

【女子】 80 偏差値/50 偏差値 

 

 

■株式会社ナガセについて■ 

1976 年創立。大学受験向け予備校の東進ハイスクール（首都圏を中心に 86 の直営校）や、全国 47

都道府県に 800 校舎を配す東進衛星予備校（フランチャイズ契約）を展開。質の高い授業と独自の学習

システムによって、東大現役合格 445 名(2009 年実績)など高い合格実績を実現し、現在では約 10 万人

の現役高校生が通う、日本最大規模の予備校となっています。2006 年 10 月から四谷大塚(中学受験)、

2008 年 2 月よりイトマンスイミングスクールをグループ化するほか、大学生・社会人を対象に東進ビジネ

ススクールを開講。 

また、2010 年 10 月より「セサミストリート」の教材を使用した幼児・児童向け英語教室「東進こども英語

塾」の開設を予定しており、「社会に貢献する人財を育てる」を教育目標とした幼小中高大一貫教育サー

ビスを展開しています。 

 

 

■四谷大塚について■ 

1954 年創立。首都圏を中心に、多数の合格者を有名中学に送り出している学習塾。中学受験最強の

教科書“予習シリーズ”、全国最大となる 2 万人を超える受験生が競う“合不合判定テスト”、首都圏の直

営 18 校舎(2009 年 7 月に大宮校舎が開校)での質の高い“レベル別指導”、そして豊富な“教育情報”を

提供しています。 

また、首都圏で定評のあった「四谷大塚」のノウハウを活かして、日本全国の有力塾や東進衛星予備

校の加盟校との新ネットワーク「四谷大塚ＮＥＴ」のサービスを、2008 年 2 月から開始しています。 

 

 

 

 

＜本件に関するマスコミの方のお問い合わせ先＞ 

株式会社ナガセ 広報部：市村、加藤 

〒180-0003 東京都武蔵野市吉祥寺南町 1-29-2 
電話 0422-44-9001 FAX0422-44-9129 

  ホームページwww.yotsuyaotsuka.com E-mail pub@toshin.ac.jp 

mailto:pub@toshin.ac.jp
http://www.yotsuyaotsuka.com/
http://www.yotsuyaotsuka.com/deviation/pdf/090820goufugou_m80.pdf
http://www.yotsuyaotsuka.com/deviation/pdf/090820goufugou_m50.pdf
http://www.yotsuyaotsuka.com/deviation/pdf/090820goufugou_w80.pdf
http://www.yotsuyaotsuka.com/deviation/pdf/090820goufugou_w50.pdf

